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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19

号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

１．当該事象の発生年月日

平成29年５月10日

 
２．当該事象の内容　

① 減損損失の計上について

当社が保有する固定資産について、平成29年３月期の個別決算及び連結決算において「固定資産の減損に係る会

計基準」に基づき将来の回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能額まで減額し、減損損失を特別損失とし

て計上する見込みです。

② 連結子会社の株式の減損処理及びのれんの減損損失の計上について

当社が保有する連結子会社株式会社スカイライト・バイオテックの株式について、同社の事業業績が経営環境の

変化により策定した計画を下回って推移していることから、今後の計画の見直しを行った結果、平成29年３月期の

個別決算において、子会社株式評価損を特別損失として計上する見込みです。またこれにより、連結財務諸表にの

れんを計上しておりましたが、平成29年３月期の連結決算においてのれんの全額を特別損失に計上する見込みで

す。

③ 固定資産の研究開発費への一括計上について

平成29年３月期より稼動している前橋研究所の使用用途において、研究開発拠点としての意味合いが増加したた

め、平成29年３月期期末において、同施設で資産計上していた設備等を研究開発費として一括計上することといた

しました。

 
３．当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

〈連結〉

研究開発費　　　　　　　　　941,704千円

減損損失　　　　　　　　　　741,232千円

のれん償却額　　 　　　　　147,737千円

〈個別〉

研究開発費　　　　　　　　　941,704千円

減損損失　　　　　　　　　　741,232千円

子会社株式評価損　　　　　　206,799千円

　なお、子会社株式評価損は連結決算において消去されるため、連結損益に与える影響はありません。

　

以上
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